
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年度予算案の概要 

平成３１年２月 
福 岡 県 古 賀 市 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 はじめに 】 

平成 31 年度当初予算案は、「産業力」「子ども」「健康・安心」の

大きく３つの観点から、私たちの暮らしを取り巻く様々な課題を解決す

るため、個々の政策の実効性を高めるとともに、政策が相互に作用し

合い、相乗効果で好循環をもたらすことを強く意識しながら取り組むこ

とで、経済活動や定住促進を生み出す基盤づくり、誰もが生きやすい

地域共生社会の構築を進め、未来に向けて持続可能な都市の実現

につなげていくことを念頭に編成しました。 

この資料は、予算編成過程に市民が関わることのできる仕組みづく

りの第一歩として、予算の「見える化」を図ったものであり、市民の皆さ

まと予算の内容を共有し、様々な課題の解決に向けた『対話と交流

のまちづくり』の推進のために活用していきたいと考えています。 

平成 31 年 2 月   古賀市長  田辺 一城 
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産業力

JR古賀駅周辺のにぎわい創出

土地利用転換と企業誘致の推進

都市近郊の強みを生かした農業振興

新たなアイデアを生かす起業支援

観光と物産の拠点を構想

農商工産品の販路拡大

健康・安心

全世代型健康づくりの推進

地域医療・介護体制の構築

障がい者が暮らしやすい環境整備

生活の利便性を高める地域公共交通

環境にやさしい循環型社会の形成

地域防災・減災体制の強化

スポーツと文化の振興

子ども

きめ細かな学習環境の充実

安心して産み育てられる環境整備

豊かな心の育成、体力・学力の向上

コミュニティが育む子どもの成長

「貧困の連鎖」を断つ対策

相乗効果で

好循環をもたらす

市政運営

持続可能な

都市へ

誰もが

生きやすい

地域共生社会

の構築

経済活動

定住促進

を生み出す

基盤づくり

私たちの課題

少子高齢化

人口減少

社会保障費の増大

あらゆる世代が

支えあうコミュニティ

中心市街地

の活性化

「潜在力」

を引き出す

公共施設の

管理・更新

地域公共交通

の確保

＜第４次古賀市総合振興計画の基本目標の達成とこれからの市政運営に向けて＞

持続可能な都市に向けた経営方針

2019 ⇀ 2020 以降の未来に向けて

市民生活を支える基盤
市民活動を支援し、市民と共働する対話と交流のまちづくり

人権を重んじ、平和を希求する取組 国際交流と多文化共生の推進

持続可能な都市インフラの整備 自然と調和した安全で快適な住環境の形成 健全な行財政運営の推進
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平成 31 年度一般会計予算案について 

（単位：百万円） 

区 分 31 年度 30 年度 増減額 増減率 

歳 

入 

市税 6,963 6,820 143 2.1% 

地方特例交付金 280 57 223 391.2% 

地方交付税 2,893 2,876 17 0.6% 

国県支出金 5,451 5,054 397 7.9% 

寄附金 1,007 1,000 7 0.7% 

市債 1,026 1,006 20 2.0% 

その他 3,734 3,709 25 0.7% 

計 21,354 20,522 832 4.1% 

歳 

出 

人件費 2,958 2,940 18 0.6% 

扶助費 5,943 5,654 289 5.1% 

公債費 1,345 1,343 2 0.1% 

投資的経費 1,375 1,219 156 12.8% 

その他 9,733 9,366 367 3.9% 

計 21,354 20,522 832 4.1% 

 

≪歳入≫ 

◆市税 

景気が引き続き堅調であることによる市民税・固定資産税の増 (＋141 百万円) 

◆地方特例交付金 

幼児教育・保育無償化に係る初年度の経費を全額国負担とすることに伴う 

子ども・子育て支援臨時交付金の増 (＋225 百万円) 

◆国県支出金 

幼児教育・保育無償化による増 (＋317 百万円) 

◆その他 

ふるさと応援寄附基金からの繰入金の増 (＋455 百万円) 

幼児教育・保育無償化による保護者負担金の減 (△147 百万円) 

≪歳出≫ 

◆扶助費 

認定こども園への施設型給付費の増 (+111 百万円) 

◆投資的経費 

市役所第二庁舎や市営住宅の改修工事等の増 (+68 百万円) 

道の駅の基本設計委託等の増 (+36 百万円)  

◆その他 

下水道事業会計への負担金の増 (+200 百万円) 

創設時の起債償還終了による玄界環境組合負担金の減 (△170 百万円) 

一般会計予算案の概要 一般会計予算案の特徴 
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農・商・工の魅力を高める産業力の強化 

JR 古賀駅周辺のにぎわい創出  

◆ＪＲ古賀駅周辺の再開発に向け、対象地域の都市計画決定に係る事前調査を実施   8,178 千円 

土地利用転換と企業誘致の推進  

◆定住人口の増加や雇用創出、安定した税収確保のため、積極的な企業誘致活動を継続   1,508 千円 

都市近郊の強みを生かした農業振興  

◆農業の効率化と生産性向上を図るための基盤整備   6,081 千円 

◆担い手確保のための新規就農支援の継続   6,015 千円 

◆県と連携し、高収益農産物の生産拡大に向けた支援を継続   37,397 千円 

◆農産物への被害軽減のため、広域的な取組を含めた有害鳥獣対策を推進   8,602 千円 

◆「古賀市都市計画マスタープラン」の改訂   7,525 千円 
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新たなアイデアを生かした起業支援  

◆創業者コミュニティスペースの拠点整備を支援   7,000 千円 

◆起業や新分野挑戦、アイデアの具現化を支援   3,596 千円 

観光と物産の拠点を構想  

◆観光情報の発信や産業振興の拠点となる「道の駅」の整備に係る測量・設計の実施を検討   36,604 千円 

農商工産品の販路拡大  

◆古賀ゴルフ・クラブで行われる日本オープンゴルフ選手権等において市特産品を PR   4,300 千円  

◆ふるさと応援寄附制度を活用した農商工特産品の更なる販路拡大   678,469 千円 

◆あまおうの海外輸出に向けた検疫対策支援の拡大   2,627 千円  
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子どもたちの育ちと学びを支える 
「チルドレン・ファースト」 

きめ細かな学習環境の充実  

◆市内小中学校の全ての普通教室・一部の特別教室に空調を整備   946,825 千円 〔平成 30 年度補正予算〕 

◆原則 35 人以下学級を実施するための人的配置を継続し、きめ細かな学習支援を行う   43,839 千円 

◆小 1 プロブレム対策の人的配置を小学校適応促進補助員として全学年に拡大   9,259 千円 

安心して産み育てられる環境整備  

◆妊婦を対象とした個別支援プランの策定を開始   695 千円 

◆次期「子ども・子育て支援事業計画」を策定   3,318 千円 

◆定員増を図るため私立保育園の施設整備を支援   195,656 千円 

◆市内病児保育施設の支援   13,600 千円 

◆心の教室相談員の拡充によるいじめ・不登校・虐待問題の未然防止・解決に向けた体制の強化   3,988 千円 

◆保育園・幼稚園等と連携した保育士等の確保   9,892 千円 

◆支援が必要な児童に対する保育士等の増員   46,614 千円 
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豊かな心の育成、体力・学力の向上  

◆古賀市の誇るキャリア教育事業を継続して実施   538 千円  

◆部活動外部指導員の増員などにより教職員の働き方改革を推進   1,170 千円  

◆千鳥児童センターに学習室を整備   1,261 千円 

コミュニティが育む子どもの成長  

◆ジュニアスポーツ指導者の資質向上   35 千円  

◆通学合宿や寺子屋への支援による地域で子どもたちを育てる環境づくり   855 千円  

◆公民館等を活用したミニつどいの広場の展開による乳幼児親子の交流促進   1,298 千円 

「貧困の連鎖」を断つ対策  

◆「古賀市子どもの未来応援プラン」の全庁的な取組   202 千円  

◆民生委員・児童委員の増員による地域における見守り体制の充実   6,560 千円 
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誰もが健康で安心して暮らしていける 
地域社会の実現 

全世代型健康づくりの推進  

◆社会福祉センター「千鳥苑」の指定管理更新   28,138 千円 

◆小児期からの健康づくり意識向上のため、家族コツコツ（骨骨）健康づくり事業を充実   1,970 千円 

◆特定健診やがん検診の受診を促進するため、 
個別通知を実施するとともに実施体制の工夫・改善を図る   61,693 千円 〔国保特会を含む〕 

◆小児がん治療等で予防接種の免疫が失われた場合の 
                      「再接種」の支援を含む小児予防接種の推進   116,555 千円 

地域医療・介護体制の構築  

◆地域包括ケアシステムの構築に向け、生活支援体制整備を推進 4,760 千円 〔介護特会〕 

◆市民主体の介護予防活動を支援するため、地域リハビリテーション活動支援事業を拡大 2,039 千円 〔介護特会〕 

◆認知症高齢者グループホームの新規開設を支援 11,520 千円 
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障がい者が暮らしやすい環境整備  

◆障がい者の生活の質の向上を図るため、生活状況等の調査を実施   2,607 千円 

生活の利便性を高める地域公共交通  

◆持続可能な公共交通体系の確立をめざし、地域公共交通網形成計画の策定に着手   15,510 千円 

◆古賀市公共施設等連絡バス（コガバス）の運行改善   5,180 千円  

環境にやさしい循環型社会の形成  

◆３Ｒの徹底、食品ロスの削減やプラスチックごみの減量などの啓発を継続的に実施   39 千円 

◆家庭から排出される剪定枝のリサイクルを市内全域で試行   433 千円 
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地域防災・減災体制の強化  

◆地域防災計画の見直し   950 千円 

◆古賀市消防団第８分団・第 18 分団の小型可搬ポンプの入替   4,952 千円 

◆避難支援等を実効性のあるものとするため、避難行動要支援者個別計画の策定を推進   6,884 千円 

◆災害時のドローン活用と災害対策における情報収集力の強化   544 千円 

◆自主防災組織などにおける防災士資格の取得支援を継続   240 千円 

スポーツと文化の振興  

◆東京オリンピックに向けたルーマニア柔道代表チームの福津市と連携した支援   3,173 千円 

◆スポーツボランティアの育成や環境整備により市民のスポーツ意識の涵養を図る   1,065 千円 

◆市民の利便性向上を図るため、社会体育施設の施設予約を民間委託   4,760 千円 

◆国史跡船原古墳における出土品の図版化や遺物のＣＧ化   49,672 千円 
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市民生活を支える基盤の整備 

市民活動を支援し、市民と共働する対話と交流のまちづくり  

◆古賀市環境市民会議「ぐりんぐりん古賀」との共働事業体制の見直しを行い、連携・協力を推進   2,110 千円 

◆広報こがと行事予定表の同時発行による市政情報の効果的な発信   19,112 千円 

◆各戸配布の民間委託の開始による行政区長・行政隣組長の負担軽減   11,674 千円 

◆自治会統合型交付金を創設し、主体的な地域コミュニティ活動を支援   17,780 千円 

◆市民活動支援センターの民間委託による支援体制の充実   8,083 千円 

人権を重んじ、平和を希求する取組  

◆「古賀市同和問題を考える市民のつどい」 

「いのち輝くまち☆こが」の継続と充実   1,460 千円 
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国際交流と多文化共生の推進  

◆東京オリンピックに向けたルーマニア柔道代表チームの福津市と連携した支援   3,173 千円 ≪再掲≫ 

持続可能な都市インフラの整備  

◆都市計画道路の計画的な整備（浜大塚線・中川熊鶴線・栗原水上線）   250,842 千円 

◆下水道事業への地方公営企業法全部適用を実施し、経営基盤の強化を図る 〔下水道事業会計〕 

◆公営企業の経営効率化と窓口ワンストップサービス実現のため、上下水道課を創設 〔水道事業会計・下水道事業会計〕 

◆青柳・小竹地区の下水道整備に着手   82,500 千円 〔下水道事業会計〕 

◆後牟田大池線に自転車通行帯を整備するための詳細設計   11,684 千円 
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自然と調和した安全で快適な住環境の形成  

◆汚泥再生処理センターの整備に関する調査の実施及び基本計画の策定   14,626 千円 

◆「生物多様性古賀戦略」を活用し、多様な主体と連携した環境教育等をさらに推進   551 千円 

◆公共施設におけるエネルギーの効率的な利用と市民や企業の省エネ行動の促進に資する啓発を実施   45 千円 

◆西鉄宮地岳線跡地の土地利用を推進するための地元協議の継続と対象用地の取得   119,958 千円 

◆千鳥ヶ池公園テニスコート照明の LED 化   46,500 千円 

◆「水の特命大使」を任命し、水行政の広報活動を強化 〔水道事業会計〕 

◆給水車を配備し、水道水の安定的な供給を確保   14,340 千円 〔水道事業会計〕 

健全な行財政運営の推進  

◆RPA（Robotic Process Automation）の導入による業務自動化・効率化の効果検証   864 千円 

◆確定申告時の支援体制強化による待ち時間の短縮   1,898 千円 

◆「古賀市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の改定   8,795 千円 

◆県と連携した関東圏からの移住・起業・就業のマッチング支援   2,072 千円 


